
23S304 担当形態

開講学期 2

教科書
[書名／著者
名／出版社]

健康・栄養科学シリーズ　生化学　人体の構造と機能及び疾病の成り立ち／南江堂

受講生への
メッセージ

判らないことはまず自分で調べること。その後、口頭での質問及びメール等による質問をしてくだ
さい。メールによる質問等は２４時間体制で受け付けます。ただし、深夜の質問等に対しては返信
が遅くなります。参考書

[書名／著者
名／出版社]

好きになる生化学／田中越郎／講談社

第8回 代謝におけるビタミンおよび水・電解質の関係② 水・電解質を予習
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

前回までの代謝を予習

第7回 代謝におけるビタミンの関係① ビタミンの種類と働きを予習 第15回 代謝と疾患② 前回までの代謝を予習

第6回 生体代謝と酵素の関係 酵素の働きを予習 第14回 代謝と疾患①

生体の恒常性を予習

第5回 アミノ酸の代謝（同化、ホルモン、尿素回路）と生体リズム② エネルギーの消費と供給を予習 第13回 ミネラルと生体の関係 水・電解質を予習

第4回 アミノ酸の代謝（同化、ホルモン、尿素回路）と生体リズム① たんぱく質の構造と働きを予習 第12回 ホルモンの役割

遺伝子とタンパク合成について予習、細胞の
分裂について予習

第3回
糖質の代謝（ベータ酸化、ケトン体、ステロイド化合物）と生体
リズム②

エネルギーの消費と供給を予習 第11回 遺伝子の複製
遺伝子とタンパク合成について予習、細胞の
分裂について予習

第2回
糖質の代謝（ベータ酸化、ケトン体、ステロイド化合物）と生体
リズム①

脂質の構造と働きを予習 第10回 遺伝子と細胞・生体の関係

事前・事後学修

第1回 糖の代謝（解糖、グリコーゲン、糖新生）と生体リズム エネルギーの消費と供給を予習 第9回 遺伝子について 核酸の構造と働きを予習

回数 授業計画 事前・事後学修 回数 授業計画

授業の主題
生体内での代謝を理解し、遺伝子と蛋白質の合成の関係や代謝の調節に欠かせないビタミン及びホルモンに
ついて学習する。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

レポートおよび定期試験は採点後、返却する。

授業の方法
教科書による解説・講義をすると共に、板書・図示にて代謝等を説明する。適宜代謝等のまとめを配布し自
学の参考とする。また、代謝についてはQ＆Aによるディスカッションも実施する。適宜に小テストを実施。

アクティブ・ラーニングの
実施方法

学生の質問を主体としたディスカッションを通して理解を深める方法を行う。

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目 該当
実務の経験内容及び

科目との関連
臨床検査技師、病院の臨床検査を担当。公益法人にて環境部門・公衆衛生学を担当。この経験
を活かして生化学、と代謝学について授業を行う。

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択 免許・資格要件 栄養士必修

対象学科・
コース

生活創造学科　栄養士
コース

配当年次 2年次 前期

科目区分 専門教育科目 授業科目名 生化学Ⅱ 科目コード 担当者 𠮷井　学 単独



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
誠実性

②
倫理観

③
知識

90 70 20

栄養素の変化について
代謝関係の知識が不十
分であり、他者に説明
できない。

④
技能

⑤
数量的
スキル

⑥
問題

解決力
10 10

栄養不足について代謝
関係を他者に説明でき
ない。

⑦
言語的
スキル

⑧
コミュ
ニケー
ション
スキル

⑨
主体性

⑩
協働性

100 70 20 10合計

実
践

行
動
・
応
用

栄養不足について代謝
関係の知識を有し、他
者にある程度説明でき
る。

栄養不足について代謝関
係の知識をある程度有
し、他者にある程度説明
できる。

表
現

栄養素の不足等で起こ
る問題を理解し、解決
法を他者へ説明できる

問題発見力、思考力 レポート提出と添削

栄養不足について代謝
関係の知識を十分に有
し、他者に説明でき
る。

栄養不足について代謝
関係の知識を十分に有
し、他者にある程度説
明できる。

筆記試験

栄養素の変化について
基礎的な知識を十分に
有し、他者へ説明でき
る。

栄養素の変化について
代謝関係の知識を十分
に有し、他者にある程
度説明できる。

栄養素の変化について
代謝関係の知識を有
し、他者にある程度説
明できる。

栄養素の変化について代
謝関係の知識をある程度
有し、他者にある程度説
明できる。

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

人体内における栄養素
の変化について基礎的
な知識を十分に有し、
他者へ説明できる。

専門知識

思
考
・
判
断

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の

中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


